
Public Relations of

2008
広報

思い出づくり「リレーハーフマラソン」（小崎小学校）
行くぞ！ ラストだ！ 日本記録突破だ！？平成20年３月21日撮影

4

APRIL

No.654



Public Relations of  SHIIBA �2008（H20）４月号

当
初
予
算
概
要
説
明

〜
３
月
定
例
議
会
よ
り
〜

　

平
成
20
年
椎
葉
村
議
会
３
月
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
平
成
20
年
度
の
村
政
運

営
に
対
す
る
基
本
方
針
並
び
に
主
要
な
施

策
に
つ
い
て
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
に
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
３
期
目
の
村
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、と
り
わ
け
、

農
山
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
貌

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
ま
た
本
村
が
平
成
15

年
度
に
自
立
の
道
を
選
択
し
た
中
で
、
常

に
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
村

民
が
誇
り
と
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
い
の
ち
か
が
や
く
森
林

文
明
郷
、
か
て
ー
り
の
里
椎
葉
」
を
基
本

理
念
に
諸
施
策
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て
概

ね
そ
の
成
果
を
お
さ
め
、
進
展
を
見
つ
つ
あ

り
ま
す
こ
と
は
、
村
議
会
を
は
じ
め
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
、
17
年
と
大
型
台
風

襲
来
に
伴
う
大
災
害
も
、
国
、
県
等
の
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
村
民
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
着
実
に
復
旧
が
進
み
、
平
成

19
年
度
を
も
っ
て
完
全
復
旧
と
な
り
ま
し

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
関
係
各
位
並
び

に
村
民
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
20
年
度
の
我
が
国
の
「
予

算
編
成
の
基
本
方
針
」
に
よ
れ
ば
、
政
府

は
「
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
」、「
地

方
の
自
立
と
再
生
」
及
び
「
国
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
」
に

施
策
を
集
中
し
、
成
長
力
の
強
化
を
図
り

つ
つ
、
車
の
両
輪
で
あ
る
行
財
政
改
革
を

断
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
平
成
20
年
度
の
地
方
財

政
は
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に

努
め
て
も
平
成
19
年
度
に
引
き
続
き
深
刻

な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
借
入
金
残
高
は
、
平
成
20

年
度
末
に
は
１
９
７
兆
円
に
達
す
る
と
見

込
ま
れ
、
今
後
そ
の
償
還
負
担
が
高
水
準

で
続
く
こ
と
に
加
え
て
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
自
然
増
も
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
方
分

権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
為
、
徹
底

し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
共
に
、
歳

出
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
抑
制
と

重
点
化
を
進
め
、
ま
た
歳
入
面
で
も
自
主

財
源
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
確
保
を
講
じ

る
な
ど
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ

の
転
換
を
図
る
こ
と
が
講
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
国
の
予
算
編
成
に
お
い
て

は
、
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
83
兆

６
１
３
億
円
（
前
年
度
比　

１
，
５
２
５

億
円　

０・２
％
増
）
で
、
政
策
的
経
費
で

あ
る
一
般
歳
出
は
47
兆
２
，
８
４
５
億
円

（
前
年
度
比　

３
，０
６
１
億
円　

０・７
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
地
方
財
政
計
画

で
は
、
地
方
交
付
税
が
１
・
３
％
の
増
、

交
付
税
削
減
を
補
う
臨
時
財
政
対
策
債
の

市
町
村
分
に
つ
い
て
は
６
．
３
％
の
減
、

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
の
地
方
債
計
画
で

は
、
地
方
債
総
額
は
０
・
３
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
著
し
く
厳
し

い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
村
の
財

政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
税
収
の
確
保
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
、
国
、
県
補
助
制

度
事
業
の
導
入
な
ど
財
源
の
確
保
に
努
め

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
必
要

な
部
分
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
行
う
こ

椎葉村長　椎 葉　晃 充
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整
備
交
付
金
事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業

費
と
公
債
費
に
伴
う
と
こ
ろ
の
減
で
あ
り

ま
す
。

　　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
は
２
・
６
％

増
の
４
億
１
６
，
５
１
７
千
円
と
な
り
ま

す
が
、
主
な
要
因
と
し
て
、
大
規
模
償
却

資
産
の
設
備
投
資
に
よ
り
、
評
価
額
が
伸

び
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

繰
入
金
は
苦
し
い
財
源
の
中
で
、

１
億
６
２
，
９
６
５
千
円
を
計
上
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

構
成
費
の
53
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
新
し
く
創
設
さ
れ
る
地
方
再
生
対
策

費
分
が
増
額
と
な
る
一
方
、
個
別
算
定
経

費
と
包
括
算
定
経
費
は
減
額
が
予
測
さ
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
同
額
の

19
億
６
０
，
０
０
０
千
円
を
見
込
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
村
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
、

８
０
，
０
０
０
千
円
を
含
め
、
１
億
７
６
，

３
０
０
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、

前
年
度
と
比
較
し
て
22
％
、
４
９
，
６
０
０

千
円
の
減
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
歳
出
に
つ
い
て
、
重
点
次
項
及
び

各
種
事
業
等
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す

と
、
ま
ず
行
財
政
の
効
率
的
な
運
営
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
、
本
格
的
な
少
子
、

高
齢
化
社
会
、
国
、
地
方
を
通
じ
た
危
機

的
な
財
政
状
況
な
ど
、
本
村
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
情
勢
は
急
速
に
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行

政
現
場
で
柔
軟
な
発
想
と
明
確
な
コ
ス
ト

意
識
を
も
っ
て
仕
事
を
進
め
る
と
い
う
組

織
風
土
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織

機
構
の
簡
素
効
率
化
に
伴
う
課
の
統
廃

合
、
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
物
件
費
の
節
減
合
理

化
な
ど
、
具
体
的
に
推
進
し
、
行
財
政
の

効
率
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し

て
い
く
た
め
の
体
制
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
人
材
育
成
も
必
要
で
あ
り

ま
す
。

　

職
員
研
修
計
画
に
基
づ
き「
自
己
啓
発
」

「
職
場
研
修
」
及
び
「
職
場
外
研
修
」
を

三
本
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
職
場
風
土
づ

く
り
や
県
の
出
前
講
座
等
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〜
中
略
〜

　

地
方
自
治
体
は
い
ま
、
自
主
、
自
立
の

精
神
の
も
と
、
個
性
と
活
力
に
満
ち
た
豊

か
な
地
域
社
会
の
創
造
が
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
国
の
動
向
、
経

済
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
全
力
を
傾

注
し
、
住
み
よ
い
活
力
あ
る
村
づ
く
り
に

邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
を
は
じ
め
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
施
政
方
針
の
説
明
と
致
し
ま
す
。

※
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
本
紙
４
〜

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
主
な
事
業
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
配
布
予
定
の
「
平
成
20
年
度 

椎
葉
村
の
し
ご
と
（
解
説
版
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
と
は
い
え
、

「
第
４
次
椎
葉
村
長
期
総
合
計
画
」
に
基

づ
く
、
諸
政
策
を
推
進
し
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
村
の
平
成
20
年
度
当
初

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
行
財

政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
な
が
ら
、
村
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

整
備
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
生
産
基
盤
の
整
備

や
交
通
、
通
信
網
の
整
備
拡
充
、
医
療
、

福
祉
の
充
実
や
教
育
文
化
、
商
工
観
光
振

興
等
の
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
既
存
事
務
事
業
は
も
と
よ
り
、

特
に
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
必

要
性
、
緊
急
性
等
を
点
検
し
、
そ
の
施
策

を
厳
選
し
な
が
ら
、
村
民
の
視
点
に
立
っ

た
予
算
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

37
億
円
丁
度
と
な
り
、
前
年
度
に
比
較
い

た
し
ま
す
と
２
億
３
９
，
０
０
０
千
円
、

６
・
１
％
の
減
と
な
る
緊
縮
型
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
公
営
住
宅
建
設
事
業
や
道
路

平成20年度　施政方針
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「いのちかがやく森林文明郷、かてーりの里椎葉」

椎 葉 村
平成20年度予算

　平成 20 年度がスタートしました。本年度の
一般会計は前年度に比べ２億 3,900 万円、率に
して 6.1%減の緊縮型予算となっています。し
かし、この厳しい財政事情においても「第４次
椎葉村長期総合計画」に基づく諸政策を推進し、
社会情勢の変化に伴う新たな行政需要に的確に
対応していく必要があります。そのためにも、
村民が誇りと生き甲斐をもって安心して暮らせ
る村づくりを目指し、村民の視野に立った施策
の展開に取り組んでいきます。

一般会計

37億円 前年度比２億3,900万円  6.1％減

■歳入（目的別）　　　　　　　　単位：千円

財　源 区　　分 金　額 増減率

自主
24.2％

村 税 416,517 2.6％

繰 入 金 162,965 △41.7％

諸 収 入 181,229 △2.0％

使 用 料  他 134,375 10.3％

依存
75.8％

地 方 交 付 税 1,960,000 0.0％

国庫･県支出金 476,623 △16.0％

村 債 176,300 △22.0％

交 付 金  他 191,991 △0.7％

歳 入 合 計 3,700,000 △6.1％

③義務的経費とは
支出が義務づけら

れ、削減が極めて困

難な経費

④投資的経費とは
支出の効果が資本形

成に向けられ、道路

や施設など将来に残

るものに支出される

経費

11.3%

5.1%

4.8%

12.9%

3.6%

4.9%

4.4%

■歳出（性質別）　　　　　　　　単位：千円

経　費 区　　分 金　額 増減率

義務的
48.0％

人 件 費 804,051 0.9％

扶 助 費 113,595 4.2％

公 債 費 856,899 △4.5％

投資的
13.6％

普通建設事業費 477,600 △31.3％

災害復旧事業費 27,256 551.3％

その他
38.4％

物 件 費 454,980 △1.5％

補 助 費 等 544,757 1.4％

繰 出 金  他 420,862 △3.6％

歳 出 合 計 3,700,000 △6.1％

21.7%

11.4%

14.7%

12.3%

0.7%

12.9%

23.2%

3.1%

構成比

構成比

①

②

③

④

①自主財源とは
村が自主的に収入で

きる財源（村民税や

固定資産税、各種

手数料や財産収入

など）

②依存財源とは
国や県から交付され

る財源（地方交付税

や国県支出金など）

53.0%
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村民が誇りと生き甲斐をもって、安心して暮らせる村へ
■特別会計予算　単位：千円

特別会計名 金　額 増減率

国 民 健 康 保 険 497,580 19.3％

老 人 保 健 43,820 △90.2％

簡 易 水 道 事 業 46,304 △0.9％

国 保 病 院 事 業 503,286 6.3％

電 気 事 業 36,434 △9.7％

介 護 保 険 事 業 356,597 19.1％

後期高齢者医療 65,487 皆増

特別会計合計 1,549,508 △10.0％

■一般会計歳出（目的別）　  単位：千円

区　　分
20年度

当初予算額
19年度

当初予算額
増減率

議 会 費 52,345 53,980 △3.0％

総 務 費 541,005 581,347 △6.9％

民 生 費 463,857 443,349 4.6％

衛 生 費 364,341 367,030 △0.7％

農林水産業費 724,333 738,209 △1.9％

商 工 費 29,810 27,999 6.5％

土 木 費 182,546 332,899 △45.2％

消 防 費 44,886 59,118 △24.1％

教 育 費 409,722 430,374 △4.8％

災 害 復 旧 費 27,256 4,185 551.3％

公 債 費 856,899 897,510 △4.5％

予 備 費 3,000 3,000 0.0％

歳 出 合 計 3,700,000 3,939,000 △6.1％

■村民一人あたりの予算額（一般会計）

　　１人あたり　　1,043,135円

　　１世帯あたり　2,837,423円

　　※3月1日現在、住民基本台帳人口より算出

【平成20年度 一般会計の新規事業】
【総務費】
村営バス運行や村有財産管理、役場庁舎の費用など
　・コミュニティ助成事業　　　　　　2,500 千円
　・農業委員会選挙費　　　　　　　　3,406 千円
　・松尾村境看板設置　　　　　　　　1,500 千円
【民生費】
高齢者や障がい者福祉サービス、児童館・保育所
運営など
　・平寿園駐車場整備　　　　　　　　7,000 千円
　・火災警報器設置助成　　　　　　　1,000 千円
　・オストメイトトイレ設置他　　　　3,154 千円
　・松尾児童館排水工事　　　　　　　574 千円
【土木費】
村道の維持や改良・舗装、住宅に関する費用など
　・村営住宅火災警報器設置　　　　　2,000 千円
【教育費】
小中学校や寄宿舎の運営管理、人材育成に関する
費用など
　・体育館屋根遮熱塗装工事（２件）　9,580 千円
　・松尾大イチョウ治療　　　　　　　1,165 千円

【衛生費】
ごみ処理やし尿処理、環境問題対策の費用など
【農林水産業費】
農業経営や林道開設、畜産振興に関する費用など
　・花卉ハウス施設等補助　　　　　　7,532 千円
　・肉用牛繁殖基盤強化総合対策　　21,329 千円
　・県単土地改良事業　　　　　　　17,450 千円
　・元気のいいふるさとづくり事業　　5,001 千円
　・経営構造対策事業　　　　　　　　3,525 千円
　・中山間地域総合整備事業　　　　　5,000 千円
【消防費】
交通や防災、消防団の運営に関する費用など
　・消防積載車入替事業　　　　　　　1,008 千円
　・消防機庫新築補助　　　　　　　　2,000 千円
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卒業・・・そして新たな旅立ちへ！

卒業。仲間たちとの別れ･･･。
これまで本当に多くの人に支えられながらやってきた。
家族がいて、仲間がいて、先輩がいて、先生がいて。
ずっと一緒に歩んできた道。これから別々に進んでいく。
親元を離れ、椎葉を離れ、それぞれの夢へ向って。
もう15歳。それとも、まだ15歳。
君たちは、親たちは、どう感じているのだろう。
椎葉で育った心と体。しっかり根付くも、まだまだ蕾

つぼみ

。
学校で、社会で、これからも多くのことを学んでいく。
そして、大きな花を咲かせるだろう。
卒業…。それぞれの夢へ。そして新たな旅立ちへ。

椎葉中学校寄宿舎
「醇和寮」退舎式

（３月13日）

松尾中学校 卒業式
（３月17日）
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スポーツ少年団 お別れ大会

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

■
卓
球
の
部

　

大
河
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

※
大
河
内
小
学
校
で
親
子
試
合

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

尾
向
ソ
フ
ト

　

３　

位　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

特
別
賞　

小
崎
ソ
フ
ト
同
好
会

■
剣
道
の
部

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

椎
葉
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

３　

位　

尾
向
少
年
剣
道

　

４　

位　

椎
葉
少
年
剣
道
Ｂ

【
個
人
戦
】

１
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

知
大
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

椎
葉　

花
梨
（
尾
向
）

　

３　

位　

尾
前　
　

渚
（
尾
向
）

　
　

〃　
　

椎
葉　

純
大 

※
幼
児

２
年
生
の
部

　

優　

勝　

那
須　

澪
佳
（
小
崎
）

　

準
優
勝　

尾
前
萌
々
花
（
椎
葉
）

　

３　

位　

黒
木　

響
生
（
小
崎
）

４
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前　

篤
了
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須　

杏
理
（
小
崎
）

　

３　

位　

右
田　
　

樹
（
小
崎
）

５
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

長
友　

沙
樹
（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

尾
前　

彩
夏
（
椎
葉
）

６
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉　

章
和
（
小
崎
）

　

準
優
勝　

黒
木　

大
希
（
小
崎
）

　

３　

位　

椎
山
晋
之
介
（
椎
葉
）

３
年
生
の
部　

出
場
な
し

▲開会式で選手宣誓
松岡優雅くん（松尾イーグルス）

と　

き
・
３
月
15
日

と
こ
ろ
・
村
総
合
運
動
公
園

▲椎葉少年剣道
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今
年
度
２
度
目
の
団
体
優
勝

　

２
月
22
日
、
延
岡
市
の
東
臼
杵
郡

市
畜
連
で
行
わ
れ
た
３
月
期
子
牛
郡

共
進
会
に
お
い
て
、
椎
葉
村
が
団
体

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
村
の
団

体
優
勝
は
、
７
月
期
の
共
進
会
に
次

い
で
今
年
度
２
度
目
の
快
挙
で
す
。

雌
牛
・
去
勢
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

　

今
回
の
共
進
会
に
は
本
村
か
ら
雌

牛
３
頭
、
去
勢
２
頭
が
出
場
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
郡
内
か
ら
は
47
頭
が

出
場
し
た
雌
牛
の
部
で
優
等
の
首
席

と
五
席
を
獲
得
。
27
頭
が
出
場
し
た

去
勢
の
部
で
も
優
等
首
席
を
獲
得
。

見
事
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
獲
得
し
、
ダ

ン
ト
ツ
で
の
団
体
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

やったぞ！
椎葉牛が団体優勝

優勝　椎葉村　　　　（54.4 点）
２位　門川町　　　　（49.8 点）
３位　延岡市北方町（47.1 点）

３ 月 期
子牛郡共進会

生産者・中竹数夫さん（栗の尾）

雌
牛
の
部
【
優
等
首
席
】

「
か
つ
な
み
号
」（
日
齢
２
９
８
日
）

【
福
之
国
×
福
桜
×
平
茂
勝
】

体
重
３
２
４
㎏
・
体
高
１
１
８
・
４
㎝

生産者・椎葉真吾さん（矢立）

去
勢
の
部
【
優
等
首
席
】

「
拓
美
号
」（
日
齢
２
７
７
日
）

【
福
之
国
×
安
平
×
隆
桜
】

体
重
３
４
２
㎏
・
体
高
１
２
１
・
０
㎝

椎葉豊和さん（石原）の
「おゆき号」

３月期・雌牛の部【優等五席】

那須盛男さん（尾田山中）の
「たかふく２号」

11月期・雌牛の部【優等首席】

椎葉一光さん（合戦原）の
「ふくこ号」

７月期・雌牛の部【優等首席】

子
牛
セ
リ
市
の
結
果

　

３
月
の
子
牛
セ
リ
市
が
15
日
か
ら
の

２
日
間
、
延
岡
家
畜
市
場
（
延
岡
市
）

で
行
わ
れ
、本
村
か
ら
は
99
頭
が
入
場
、

内
91
頭
が
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

品質の高さを証明　生産者の努力が結実

　３月 子牛セリ市 価格一覧（単位：円）

種　　別 椎 葉 村 東臼杵郡市

平均

雌牛 ４７７，９３３ ４６１，３９３

去勢 ５１２，８５２ ５１３，３４４

全体 ４９７，５０３ ４９０，０３３

最高
雌牛 ８５０，５００ １，０６７，８５０

去勢 ６８１，４５０ ６９４，０５０

※椎葉村は全体で７位（15支部）の成績でした。

価格上位３頭

【雌牛の部】
　中竹 数夫（栗 の 尾）850,500 円
　椎葉 豊和（石　　原）849,450 円
　椎葉 利明（矢　　立）717,150 円

【去勢の部】
　那須 義男（栗 の 尾）681,450 円
　椎葉 真吾（矢　　立）646,800 円
　那須 　亨（中の八重）632,100 円
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むらのできごと
　

３
月
の
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
副

村
長
と
教
育
委
員
の
人
事
案
が
同
意
さ

れ
、４
月
１
日
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会

で
、
同
委
員
が
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
共
に
４
月
１
日
か
ら
の

４
年
間
で
す
。

立正大学卒。昭和49年役場入り。
教育課長。病院事務長。農業振興
課長。福祉保健課長。平成19年
３月役場退職。（56歳・上椎葉中１）

副
村
長
と
教
育
長
が

　
　

決
ま
り
ま
し
た

教
育
研
究
論
文
表
彰
式

　

村
内
小
中
学
校
教
職
員
の
日
頃
の
研
究

と
実
践
の
成
果
を
論
文
と
し
て
募
集
し
、

村
学
校
長
会
な
ど
が
審
査
し
た
「
平
成
19

年
度
教
育
研
究
論
文
表
彰
式
」
が
、
３

月
13
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。（
村
教
育
委
員
会
主
催
）

　

表
彰
式
で
は
各
受
賞
者
へ
賞
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
、
小
崎
小
学
校
の
小
川
勇
一

校
長
が
「
論
文
は
仮
説
を
立
て
、
し
っ
か

り
と
筋
道
を
立
て
、
結
論
へ
導
く
も
の
。

今
回
の
受
賞
者
は
論
理
性
、
説
得
性
に
優

れ
て
い
た
」
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

優
秀
実
践
校
に
３
校
認
定

　

平
成
19
年
度
宮
崎
県
小
中
学
校
学
力
向

上
推
進
事
業
の
「
優
秀
実
践
校
」
に
、
県

内
40
校
、東
臼
杵
管
内
８
校
が
認
定
さ
れ
、

本
村
か
ら
も
小
中
学
校
３
校
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
力
や
意
識
の
調
査

結
果
を
基
に
、
優
秀
な
実
践
を
行
っ
て
い

る
学
校
が
選
ば
れ
た
も
の
で
、
日
頃
の
教

職
員
の
努
力
や
児
童
生
徒
・
保
護
者
及
び

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地
道
な
教
育
活
動

を
続
け
た
結
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
い

え
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
、
今
後
本
村
の
教
育
を
推
進
し
て
い

く
上
で
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。

甲
斐
眞
后 

教
育
長

千葉工業大学卒。昭和53年役場入
り。福祉保健課長。教育課長。企
画観光課長。総務課長。平成20年
３月役場退職。（55歳・間柏原）

椎
葉
次
男 

副
村
長

教
育
研
究
論
文 

表
彰
結
果

【
村
長
賞
】

　

永
倉
泰
治 

教
諭
（
小
崎
小
学
校
）

　
　

題
名
：
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し

　
　
　
　
　

た
体
力
向
上
の
あ
り
方
は
ど

　
　
　
　
　

う
あ
れ
ば
よ
い
か

　

〜
体
力
向
上
月
間
の
取
り
組
み
か
ら
〜

【
村
議
会
議
長
賞
】

　

今
村
哲
枝 

教
頭
（
鹿
野
遊
小
学
校
）

【
教
育
委
員
長
賞
】

　

横
山　

薫 

教
諭
（
尾
向
小
学
校
）

　

主
税
俊
彦 

教
諭
（
椎
葉
中
学
校
）

【
優
秀
賞
】

　

井
戸
直
子 

教
頭
（
大
河
内
小
学
校
）

　

藤
堂
孝
浩 

教
諭
（
椎
葉
中
学
校
）

研
究
と
実
践
の
成
果
を
表
彰

▲村長賞を受賞し論文発表を行った永倉泰治 教諭

　

３
月
７
日
、
日
本
青
年
館
（
東
京
都
）
で

開
催
さ
れ
た
第
53
回
全
国
青
年
問
題
研
究

集
会
で
、
椎
葉
村
青
年
団
が
日
青
協
実
践

大
賞
の
特
別
賞
と
な
る
「
全
国
青
年
団
Ｏ
Ｂ

県
議
の
会
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
青
年
団
が
活
動
に

自
信
を
持
ち
励
み
に
な
る
よ
う
に
と
、
組

織
の
強
化
や
拡
大
に
顕
著
な
功
績
を
あ
げ

た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
昨
年
開
催

し
た｢

と
び
が
ち
大
会
２
０
０
７｣

の
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
結
果
、
見
事
特
別
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
私
た
ち
が
小
さ
な
時
か
ら

先
輩
方
が
続
け
て
こ
ら
れ
、
受
け
継
い
で

き
た｢

と
び
が
ち
大
会｣

が
あ
っ
て
こ
そ

の
表
彰
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
、
頑
張
り

ま
す
。
み
な

さ
ん
、
ご
声

援
を
お
願
い

し
ま
す
。

椎
葉
村
青
年
会
長　

中
瀬 

秀
樹

「
と
び
が
ち
大
会
」
の
実
績
評
価

村
青
年
団
が

　
　

全
国
表
彰
を
受
賞

▲紙の賞状じゃなくて、金のプレート
です！　すげー！！
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受賞おめでとう！「土砂災害防止コンクール」国交省事務次官賞 受賞

▲松尾中の山元校長・朝倉国語教諭とともに
村長へ受賞の報告（２月27日）

　

土
砂
災
害
防
止
を
呼
び
か
け
る
絵

画
や
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

（
国
土
交
通
省
主
催
・
応
募
総
数
５
，

４
８
５
点
）の
中
学
生
作
文
の
部
で
、

松
尾
中
２
年
の
那
須
悠
理
さ
ん
が
事

務
次
官
賞
（
全
国
で
三
人
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
土
交
通
大
臣

賞
（
全
国
で
一
人
）
に
次
ぐ
も
の
で
、

県
内
か
ら
の
同
賞
受
賞
者
は
絵
画
・

版
画
の
部
の
中
学
生
と
合
わ
せ
２
名

の
み
。
２
月
22
日
に
は
県
庁
で
受
賞

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
野
口
県
土
木
部

長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

那
須
悠
理
さ
ん
が

　

全
国
２
位

恐
ろ
し
い
台
風
災
害

椎
葉
村
立 

松
尾
中
学
校　
　
　

　
　
　
　
　
　

二
年　

那
須 

悠ゆ
う

理り

　

一
昨
年
の
夏
、
私
の
住
ん
で
い
る
椎
葉
村

松
尾
地
区
は
、大
変
な
災
害
を
う
け
ま
し
た
。

　

「
ザ
ー
ザ
ー
、
ゴ
ー
ゴ
ー
、」

　

台
風
十
四
号
は
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
よ
う
な
雨
と
、
屋
根
を
吹
き
飛
ば

し
そ
う
な
風
と
共
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
川

に
近
い
私
の
家
へ
、
川
の
水
が
近
づ
い
て
き

ま
す
。
あ
と
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
水
が

家
ま
で
あ
が
っ
て
き
そ
う
で
し
た
。
私
た
ち

は
、
近
く
の
親
戚
の
家
に
避
難
し
ま
し
た
。

私
達
家
族
は
、
避
難
先
か
ら
自
分
の
家
を

見
て
い
て
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
雨
は

少
し
ず
つ
や
ん
で
水
が
家
ま
で
あ
が
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
後
家
は
一
週
間
も
停
電
、

断
水
続
き
。
家
の
下
に
あ
っ
た
畑
や
田
ん

ぼ
は
泥
水
に
よ
り
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
毎
年
実
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
桃
の

木
も
、
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
も
う
一
回
台
風
が
き
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
。」

「
今
度
こ
そ
家
に
水
が
く
る
が
。」

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
通
れ
る
よ
う
に
な

る
っ
ち
ゃ
ろ
う
か
。」

　

家
族
が
口
々
に
言
い
ま
す
。
私
も
か
な

り
不
安
で
し
た
。

　

災
害
の
中
で
も
、
一
番
の
災
害
は
台
風

の
雨
に
よ
る
崖
崩
れ
で
し
た
。
松
尾
は
、

山
に
沿
っ
て
道
路
や
家
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
ほ
と
ん
ど
の
道
路
は
一
本
道
で
す
。
一

本
道
の
一
部
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

先
に
は
進
め
な
く
な
る
の
で
す
。
橋
が
か

か
っ
て
い
る
私
の
家
の
近
く
に
は
、
狭
い

け
れ
ど
四
方
向
に
道
路
が
あ
り
ま
す
。
だ

け
ど
、
そ
の
四
方
向
の
道
路
全
て
が
土
砂

崩
れ
に
よ
り
遮
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

学
校
に
は
、
一
週
間
も
の
間
行
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
毎
日
の
生
活
は
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
大
変
で
し
た
。
電
気
が
こ
な
い
の
で

夜
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
で
生
活
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
暗
く
な
る
前
に
寝
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
洗
濯
機
も
動
か
な

い
の
で
、
洗
濯
す
る
と
き
に
は
川
の
水
を

使
っ
て
洗
い
、
手
で
し
ぼ
っ
て
ほ
し
て
い
ま

し
た
。
洗
濯
物
は
し
わ
し
わ
で
し
た
。
遮

断
さ
れ
た
範
囲
の
中
に
食
料
を
扱
っ
て
い

る
店
は
一
軒
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
で

か
ん
ぱ
ん
を
買
っ
た
り
水
を
買
っ
た
り
し

ま
し
た
。
学
校
や
仕
事
に
は
、
行
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
先
生
が
範
囲
内
に
一
人
い
た

の
で
一
度
公
民
館
に
集
ま
っ
て
授
業
を
し
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
早
く
道
が
戻
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

一
週
間
後
に
よ
う
や
く
学
校
に
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
も
の
通

学
路
は
ま
だ
通
れ
る
状
態
で
は
な
く
山
の

中
の
う
回
路
を
通
り
登
校
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
毎
朝
四
時
に
起
き
て
準
備
を
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
五

時
に
家
を
出
る
と
い
う
生
活
が
毎
日
続

き
ま
し
た
。
家
族
は
、
疲
れ
て
ぐ
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
仕
事
に
行
く
父
や
母
は

も
っ
と
大
変
な
毎
日
で
し
た
。
母
は
、
私

た
ち
よ
り
早
く
起
き
て
朝
食
の
準
備
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
時
間
く
ら

い
か
け
て
仕
事
に
行
き
ま
し
た
。
夜
は
、

帰
り
の
遅
い
父
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
夜

中
に
な
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。

父
は
、
朝
五
時
に
家
を
出
て
、
夜
遅
く
ま

で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
の
父
は
、

土
木
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
台
風

の
土
砂
崩
れ
を
直
す
た
め
に
、
毎
日
夜
中

ま
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
台
風
は
松

尾
だ
け
で
も
た
く
さ
ん
の
土
砂
崩
れ
を
起

こ
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
遅
く
帰
っ
て
き

て
も
、
朝
早
く
か
ら
仕
事
に
行
き
ま
し
た
。

四
時
間
く
ら
い
し
か
眠
れ
な
い
生
活
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
日
曜
日
も
休
み
の
な
い

生
活
が
何
ヶ
月
も
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

遮
断
さ
れ
て
い
た
道
が
再
び
通
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
飛
び
上

が
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
い
つ
も
何
気
な
く

通
っ
て
い
た
道
。
普
段
は
気
に
も
と
め
な

か
っ
た
道
が
な
い
の
は
本
当
に
大
変
で
し

た
。
道
路
を
直
す
に
は
か
な
り
の
時
間
と

お
金
が
か
か
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

土
砂
災
害
の
一
番
恐
い
と
こ
ろ
は
、
い

つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
は
、
地
震
国
で
も
あ
る
し
、
台
風
の

く
る
国
で
も
あ
り
ま
す
。
私
は
今
回
の
台

風
に
よ
る
土
砂
崩
れ
を
経
験
す
る
ま
で

は
、
他
の
県
や
海
外
で
起
き
て
い
た
災
害

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
人
ご
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の

身
に
起
こ
っ
て
み
る
と
、
災
害
は
か
な
り

大
変
な
も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
で
も
私
の
家
で
は
、
台
風
が
来
る
前

に
、
水
を
湯
船
い
っ
ぱ
い
た
め
た
り
、
ろ

う
そ
く
の
確
認
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
家
に
水
が
あ
が
っ
て
こ
な
い
よ

う
に
石
を
並
べ
た
り
雨
戸
を
閉
め
た
り
し

ま
す
。
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
場
所
に
住

ん
で
い
る
一
人
一
人
が
前
も
っ
て
準
備
を

し
て
、
災
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
よ
う
な
災
害
が
こ
れ
か
ら
先
も

再
び
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
土
砂
災

害
に
特
に
気
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
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みんな大活躍！　椎葉の子どもたち

入
賞
し
た
み
な
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す

　

椎
葉
の
子
ど
も
た
ち
が
県
内
外
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
多
数
入
賞
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
平
成
19
年
度
の
受
賞
者
。
学
年
は
３

月
末
現
在
。

【
作
文
】

土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る
作
文
（
全
国
）

国
土
交
通
事
務
次
官
賞

　
　
　
　

那
須　

悠
理（
松
尾
中
２
年
）

青
少
年
の
主
張
（
県
）

　

※
本
紙
10
月
号
で
紹
介

優
良
賞　

甲
斐　

愛
美（
松
尾
中
３
年
）

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

一　

等　

出
口 

真
樹
（
松
尾
中
２
年
）

Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
「
私
た
ち
の
作
文
」（
県
）

金　

賞　

那
須　

結
心（
鹿
野
遊
小
２
年
）

優
秀
賞　

尾
前　

友
美（
椎
葉
中
３
年
）

優
秀
賞　

椎
葉　

倫
久（
椎
葉
中
３
年
）

動
物
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
宮
崎
市
）

銅　

賞　

椎
葉
祐
美
子
（
椎
葉
中
３
年
）

入　

選　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
３
年
）

入　

選　

鹿
瀬　

晴
妃
（
松
尾
中
１
年
）

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
（
県
）

奨
励
賞　

那
須　

悠
理
（
松
尾
中
２
年
）

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

二　

席　

甲
斐　

健
太
（
松
尾
中
１
年
）

佳　

作　

児
玉　

紀
響
（
松
尾
小
１
年
）

佳　

作　

椎
葉　

彩
香
（
松
尾
小
３
年
）

佳　

作　

甲
斐　

千
明
（
松
尾
中
２
年
）

佳　

作　

出
口　

真
樹
（
松
尾
中
２
年
）

佳　

作　

甲
斐　

愛
美
（
松
尾
中
３
年
）

入　

選　

永
倉
彩
芙
希
（
椎
葉
小
１
年
）

入　

選　

平
井　

優
芽
（
大
河
内
小
２
年
）

入　

選　

右
田　

莉
奈
（
大
河
内
小
６
年
）

入　

選　

甲
斐　

智
美
（
松
尾
中
１
年
）

入　

選　

甲
斐　

駿
星
（
松
尾
中
２
年
）

入　

選　

甲
斐　

優
太
（
松
尾
中
２
年
）

入　

選　

出
口　

裕
章
（
松
尾
中
３
年
）

入　

選　

甲
斐　

明
李
（
松
尾
中
３
年
）

「
新
聞
」
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

佳　

作　

主
税　

裕
也
（
松
尾
小
４
年
）

宮
日
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
郡
）

最
優
秀
賞　

横
山　

正
輝（
尾
向
小
１
年
）

最
優
秀
賞　

堀
内　

琴
美（
尾
向
小
２
年
）

最
優
秀
賞　

那
須　

紗
華（
鹿
野
遊
小
３
年
）

優
秀
賞　

久
我　

知
希（
鹿
野
遊
小
２
年
）

優
秀
賞　

椎
葉
ひ
か
り（
尾
向
小
６
年
）

入　
　

賞　

山
本　

悠
介（
松
尾
小
２
年
）

入　
　

賞　

甲
斐　

唯
斗（
松
尾
小
３
年
）

【
短
歌
・
俳
句
】

こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
）

入　

選　

甲
斐　

愛
美
（
松
尾
中
３
年
）

若
山
牧
水
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル（
全
国
）

優
秀
賞　

黒
木　

大
希
（
小
崎
小
６
年
）

入　

賞　

田
崎　

菜
那
（
鹿
野
遊
小
２
年
）

入　

賞　

那
須　

紗
華
（
鹿
野
遊
小
３
年
）

入　

賞　

椎
葉　

光
司
（
不
土
野
小
６
年
）

か
わ
な
べ
青
の
俳
句
大
会
（
全
国
）

特　

選　

尾
前　

佐
知
（
尾
向
小
５
年
）

入　

選　

椎
葉　

一
馬
（
尾
向
小
５
年
）

入　

選　

中
村　

勇
貴
（
松
尾
中
２
年
）

佳　

作　

甲
斐　

飛
翔
（
松
尾
中
３
年
）

佳　

作　

甲
斐　

明
李
（
松
尾
中
３
年
）

一
茶
ま
つ
り
俳
句
大
会
（
全
国
）

入　

選　

出
口　

真
樹
（
松
尾
中
２
年
）

入　

選　

甲
斐　

愛
美
（
松
尾
中
３
年
）

葉
桜
短
歌
賞
（
美
郷
町
）

優
秀
賞　

椎
葉
祐
美
子
（
椎
葉
中
３
年
）

佳　

作　

右
田　

葵
彩
（
小
崎
小
２
年
）

佳　

作　

出
口　

真
樹
（
松
尾
中
２
年
）

ふ
れ
あ
い
短
歌
大
会
（
県
）

佳　

作　

甲
斐　

唯
斗
（
松
尾
小
３
年
）

【
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
】

宮
日
ジ
ュ
ニ
ア
展
（
県
）

　

※
本
紙
14
ペ
ー
ジ
で
紹
介

特　

選　

甲
斐　

千
明
（
松
尾
中
２
年
）

準
特
選　

主
税　

裕
也
（
松
尾
小
４
年
）

準
特
選　

鈴
木　

菜
奈
（
椎
葉
小
５
年
）

優　

良　

甲
斐　

拓
篤
（
松
尾
小
３
年
）

優　

良　

児
玉
樹
里
愛
（
松
尾
小
４
年
）

入　

選　

西　
　

陽
那
（
椎
葉
小
１
年
）

入　

選　

平
井　

優
芽
（
大
河
内
小
２
年
）

西
日
本
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

三　

席　

永
倉
彩
芙
希
（
椎
葉
小
１
年
）

佳　

作　

大
野
奈
那
子
（
椎
葉
小
１
年
）

佳　

作　

久
間
圭
一
郎
（
不
土
野
小
３
年
）

佳　

作　

甲
斐　

拓
篤
（
松
尾
小
３
年
）

佳　

作　

椎
葉　

幸
海
（
不
土
野
小
４
年
）

入　

選　

田
崎　

菜
那
（
鹿
野
遊
小
２
年
）

入　

選　

椎
葉　

日
菜
（
大
河
内
小
３
年
）

宇
宙
画
作
品
展　

※
本
紙
11
月
号
で
紹
介

銅　

賞　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
３
年
）

銅　

賞　

甲
斐　

明
菜
（
松
尾
小
４
年
）

佳　

作　

岡
村
ひ
ば
り
（
松
尾
小
３
年
）

人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

奨
励
賞　

尾
前
さ
く
ら
（
尾
向
小
４
年
）

河
川
愛
護
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

金　

賞　

主
税　

裕
也
（
松
尾
小
４
年
）

準
入
賞　

椎
葉　

光
司
（
不
土
野
小
６
年
）

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
（
県
）

銀　

賞　

黒
木　

美
桜
（
椎
葉
小
５
年
）

佳　

作　

山
中　

麻
琴
（
椎
葉
小
５
年
）

佳　

作　

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
小
５
年
）

歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

佳　

作　

主
税　

裕
也
（
松
尾
小
４
年
）

こ
ど
も
造
形
作
品
展
（
郡
）

優
秀
賞　

平
井　

優
芽
（
大
河
内
小
２
年
）

優
秀
賞　

久
間
圭
一
郎
（
不
土
野
小
３
年
）

優
秀
賞　

甲
斐　

唯
斗
（
松
尾
小
３
年
）

優
秀
賞　

尾
前　

菜
奈
（
尾
向
小
４
年
）

佳　

作　

植
村　

亮
介
（
椎
葉
小
１
年
）

佳　

作　

荒
竹　

彩
音
（
松
尾
小
１
年
）

佳　

作　

那
須　

結
心
（
鹿
野
遊
小
２
年
）

佳　

作　

松
岡　
　

星
（
松
尾
小
２
年
）

佳　

作　

椎
葉　

彩
香
（
松
尾
小
３
年
）

佳　

作　

山
本　

真
由
（
松
尾
小
３
年
）

佳　

作　

那
須　
　

葵
（
松
尾
小
３
年
）

佳　

作　

尾
前　

篤
了
（
椎
葉
小
４
年
）

佳　

作　

椎
葉　

幸
海
（
不
土
野
小
４
年
）

佳　

作　

椎
葉　

駿
輔
（
椎
葉
小
５
年
）

佳　

作　

尾
前　

夏
美
（
尾
向
小
５
年
）

佳　

作　

尾
前　

佐
知
（
尾
向
小
５
年
）

佳　

作　

那
須　

優
里
（
鹿
野
遊
小
６
年
）

佳　

作　

尾
前
ち
は
る
（
尾
向
小
６
年
）

【
子
ど
も
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
】

宮
崎
県
子
ど
も
育
成
連
絡
協
議
会

表　

彰　

大
河
内
子
ど
も
会

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
）

努
力
賞　

小
崎
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
部

▲授賞式でインタビューを受ける
　椎葉倫久くんと尾前友美さん
　（３月20日・宮崎市）
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カ
リ
ウ
ム
と
は

　

カ
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
と
て
も
関

係
の
深
い
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム

は
血
圧
を
上
げ
、
カ
リ
ウ
ム
は
血
圧
を
下

げ
る
作
用
が
あ
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
で
血

圧
を
正
常
に
保
っ
て
い
る
の
で
す
。
カ
リ

ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
し
て
塩
分
バ

ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
の
で
、
高
血
圧
の
予

防
に
ぴ
っ
た
り
の
栄
養
素
で
す
。

　

他
に
も
、
筋
肉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
や

神
経
伝
達
、
筋
肉
の
収
縮
を
補
助
す
る
作

朝
か
ら
し
っ
か
り

　
　
「
カ
リ
ウ
ム
」

健
康
レ
シ
ピ

「
明
太
子
ポ
テ
ト
」 ⑤

用
が
あ
り
、
腸
の
動
き
を
良
く
し
た
り
、

む
く
み
を
解
消
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
改
善

を
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

塩
分
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
方
や
お
酒
、

コ
ー
ヒ
ー
、
甘
い
も
の
が
好
き
な
方
は
特

に
気
を
付
け
て
摂
取
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
！

カ
リ
ウ
ム
は
ど
の
く
ら
い
と
れ
ば
い
い
の
？

　

一
日
１
６
０
０
〜
２
０
０
０
㎎
を
目
安

に
摂
り
ま
し
ょ
う
！　

今
回
の
レ
シ
ピ
で

は
１
人
２
０
０
㎎
く
ら
い
摂
取
で
き
ま
す
。

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
は
？

　

リ
ン
ゴ
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の
果
物
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
、
豆
類
、
イ

モ
類
、
海
草
類
な
ど
多
く
の
食
品
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

保
健
予
防
係

　

☎
０
９
８
２―
６
８―

７
５
１
０

【作り方】
①じゃがいもは皮をむいて１cm位の乱
切りにし、水にさらす。

②「①」を茹でて、熱いうちにフォー
クで荒くつぶし、皮を取った明太子
とマヨネーズを加えて混ぜる。

③サラダ菜をしき、その上に盛る。

【材料】※４人分　じゃがいも　　200ｇ
　　　　　　　　明太子　　　　　40ｇ
　　　　　　　　マヨネーズ　小さじ２
　　　　　　　　こしょう　　　　少々
　　　　　　　　サラダ菜　　　　20ｇ

椎葉
晃充
村長の

３月の
動き

▲３月定例議会（11日〜）

５
日　

庁
議
（
役
場
）

６
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会
（
美
郷
町
）

　
　
　

日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

11
日　

３
月
議
会
定
例
会
〜
14
日（
議
場
）

17
日　

中
学
校
卒
業
式
（
椎
葉
中
）

19
日　

県
社
協
理
事
会
（
宮
崎
市
）

21
日　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
（
役
場
）

　
　
　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会

　
　
　
　
（
役
場
）

24
日　

県
市
町
村
振
興
協
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

緑
資
源
特
定
森
林
圏
整
備
推
進
協

臨
時
総
会
（
宮
崎
市
）

26
日　

県
障
が
い
者
施
策
対
策
協
議
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

27
日　

県
建
設
推
進
機
構
理
事
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会
（
日
向
市
）

31
日　

職
員
表
彰
式
・
離
任
式
（
役
場
）

　
　
　

日
向
東
臼
杵
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
（
日
向
市
）

▲ドクターの問診後、看護師さんが
採血します

　

３
月
12
日
、
す
こ
や
か
館
で
４
０
０
㎖
献

血
を
実
施
し
、
34
人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
現
在
、
県
内
の
血
液
不
足
は
全
血
液
型

で
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
椎
葉
で
の

献
血
は
年
２
回
実
施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
！

▲県内を巡回する献血車
「いずみ号」
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昔
、
あ
る
所
に
、
一
軒
の
お
寺
が
あ
っ
た
。

そ
こ
の
小
僧
は
い
つ
も
嘘
を
言
う
て
、
和
尚

さ
ん
を
困
ら
せ
て
お
っ
た
。
和
尚
さ
ん
の
言

う
こ
と
に
ゃ
「
お
前
も
、
よ
く
嘘
を
つ
く
奴

じ
ゃ
が
。
た
ま
に
は
、
伸の

る
か
反そ

る
か
の
①

嘘
を
吐つ

い
て
み
よ
」。

　

小
僧
は
「
そ
ん
な
ら
今
後
は
、
伸
る
か
反

る
か
の
嘘
を
考
え
て
お
き
ま
す
」。
そ
う
言

い
な
が
ら
、
和
尚
さ
ん
の
お
供
を
し
て
檀だ

ん

家か

回
り
を
し
て
お
勤つ

と

め
を
し
て
お
っ
た
。

　

和
尚
さ
ん
が
「
今
日
は
、
川
向
こ
う
の
檀

家
に
行
て
、
お
勤
め
を
せ
に
ゃ
あ
い
か
ん
」

ち
て
、
小
僧
を
連
れ
て
川
向
こ
う
の
檀
家
に

出
掛
け
て
行
き
よ
っ
た
。

　

河
原
に
は
、
丸
太
橋
が
架か

か
っ
て
お
っ
て
、

そ
の
上
を
渡
っ
て
行
か
に
ゃ
あ
な
ら
ざ
ら
ん

か
っ
た
。
川
岸
ま
で
来
た
と
き
、小
僧
が
「
和

尚
さ
ん
。
大
切
な
も
の
を
忘
れ
て
来
た
。
一

走
り
に
帰
っ
て
、
忘
れ
物
を
持
っ
て
来
る
か

ら
、こ
の
石
に
座
っ
て
、待
っ
て
お
っ
て
く
れ
」。

小
僧
は
走
っ
て
お
寺
の
方
に
帰
っ
て
行
た
。

　

お
寺
に
帰
っ
た
小
僧
は
、
和
尚
さ
ん
の
奥

様
に
「
奥
様
、大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

川
の
丸
太
橋
を
渡
り
よ
っ
た
り
ゃ
あ
、
和
尚

さ
ん
が
滑す

べ

り
落
て
て
、
流
れ
て
行
て
し
も
う

た
。
和
尚
さ
ん
の
亡な

き

骸が
ら

を
、お
勤
め
を
し
て
、

送
る
に
ゃ
い
か
ん
。
私
が
頭
を
剃そ

っ
て
や
る

か
ら
」
そ
う
言
う
て
、
剃か

み
そ
り刀
を
準
備
し
て
、

奥
様
の
頭
を
剃
り
よ
っ
た
。

　

和
尚
さ
ん
は
そ
れ
と
も
知
ら
ず
待
っ
て

お
っ
た
が
、
余あ

ま

り
に
も
小
僧
が
遅
い
の
で
「
忘

れ
物
を
持
っ
て
来
ん
が
、
ま
た
何
か
嘘
を
つ
い

て
俺
を
騙だ

ま

し
た
に
違
い
な
い
」
そ
う
言
う
て
、

急
い
で
お
寺
に
帰
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
小
僧

が
奥
様
の
頭
を
も
う
半
分
も
剃
っ
ち
ょ
っ
た
。

「
小
僧
！　

何
を
し
ょ
っ
と
か
ぁ
」。

　

小
僧
の
言
う
こ
と
に
ゃ
あ
、

「
和
尚
さ
ん
が
『
た
ま
に
は
、
伸
る
か
反
る

か
の
嘘
を
言
え
』
そ
う
言
う
た
か
ら
、
和
尚

さ
ん
の
奥
様
に
乗
る
わ
け
に
は
い
か
ん
か
ら
、

剃
り
よ
っ
た
」。
和
尚
さ
ん
は
、「
一
本
や
ら

れ
た
わ
い
」
と
小
僧
を
叱
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
と
い
う『
ノ
ル
か
ソ
ル
か
』と
い
う
お
話
。

　
（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
時
子
）

① 

伸
る
か
反
る
か
の 

＝ 

勝
つ
か
負
け
る

か
、
乾け

ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き

の

話
型 

＝ 

和
尚
と
小
僧

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

結
末
句 

＝ 

と
い
う
お
話

　

昔
、あ
る
所
に
、百
姓
の
若
い
夫
婦
が
お
っ

た
そ
う
な
。

　
「
も
う
盆
も
来
る
か
ら
、
隣
の
村
に
行
て
一ひ

と

励は
げ

み
①
し
て
来
る
わ
い
」。
若
い
婿む

こ

さ
ん
は
そ

う
言
う
て
、
峠
を
越
え
て
行
き
よ
っ
た
。
八
合

め
ほ
ど
来
た
と
こ
ろ
で
、扇せ

ん
す子
が
落
ち
よ
っ
た
。

「
こ
り
ゃ
あ
立
派
な
扇
子
じ
ゃ
」。
婿
さ
ん
は
そ

れ
を
拾
う
て
、や
が
て
峠
に
登
り
つ
い
た
。「
こ

こ
で
一ひ

と

汗あ
せ

入
れ
に
ゃ
あ
い
か
ん
」。
婿
さ
ん
は

拾
う
た
扇
子
で
、
パ
ッ
パ
ッ
パ
と
扇
い
だ
。
す

る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
婿
さ
ん
の
鼻
が
三

尺
②
ば
か
し
伸の

ん
だ
。婿
さ
ん
は
驚
い
た
。「
こ

り
ゃ
あ
困
っ
た
も
ん
じ
ゃ
。
こ
れ
じ
ゃ
、
励
み

に
も
い
け
ん
が
」。
そ
れ
か
ら
婿
さ
ん
は
、
扇

子
を
裏
返
し
に
し
て
、
ま
た
パ
ッ
パ
ッ
パ
と
扇

い
で
み
た
。
す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
長

く
伸
ん
で
お
っ
た
鼻
が
、元
の
よ
う
に
な
っ
た
。

「
こ
り
ゃ
あ
え
ぇ
物も

ん

を
拾
う
た
わ
い
」。
婿
さ
ん

は
そ
の
扇
子
を
懐

ふ
と
こ
ろに
、
峠
を
越
え
て
行
た
。

　

越
え
て
行
て
隣
村
に
来
た
と
こ
ろ
が
、

ち
ょ
う
ど
長
者
屋
敷
の
脇
で
、
ふ
と
覗の

ぞ

い
て

見
る
と
、
長
者
の
娘
が
庭
木
に
水
を
遣や

り
よ

る
と
こ
ろ
じ
ゃ
っ
た
。
そ
こ
で
婿
さ
ん
は
懐

か
ら
扇
子
を
出
し
て
、
陰か

げ

の
方
か
ら
娘
の
方

へ
、パ
ッ
パ
ッ
パ
と
扇
い
で
み
た
。
す
る
と
、

長
者
の
娘
の
鼻
が
三
尺
ほ
ど
も
伸
び
た
。

　

そ
れ
か
ら
婿
さ
ん
は
、
し
ば
ら
く
時
を
お

い
て
か
ら
、
長
者
屋
敷
の
門
ま
で
行
て
、
門

番
に
「
何
か
大
騒
ぎ
の
様
子
じ
ゃ
が
、
何
事

か
あ
っ
た
と
か
？
」
ち
て
聞
い
た
。
門
番
の

言
う
こ
と
に
ゃ
「
何
と
何
と
、
お
嬢
さ
ん
の

鼻
が
、ど
う
し
た
こ
と
か
三
尺
ほ
ど
伸
ん
で
、

お
嬢
さ
ん
は
泣
く
ば
か
り
。
長ち

ょ
う
じ
ゃ
ど
ん

者
殿
も
え
ら

い
心
配
を
し
て
お
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
」。

　

そ
こ
で
婿
さ
ん
は
「
そ
り
ゃ
あ
気
の
毒
な

こ
と
じ
ゃ
が
、
俺お

り

ゃ
あ
日
本
一
の
易
者
じ
ゃ

が
、
俺
が
易
を
立
て
た
ら
ば
、
一
人
娘
の
鼻

が
治
る
か
も
し
れ
ん
」。

　

門
番
は
急
い
で
中
に
入
っ
て
行
っ
て
「
長

者
殿
、
長
者
殿
。
表
に
日
本
一
の
易
者
と
い
う

男
が
来
て
『
お
嬢
さ
ん
の
鼻
を
ば
、
治
し
て

や
ろ
う
』
そ
う
言
う
が
、
一
応
、
通
し
て
み
ま

し
ょ
う
か
？
」
ち
て
言
う
た
。
長
者
は
喜
う

で
「
そ
の
日
本
一
の
易
者
を
連
れ
て
来
い
！
」。

　

門
番
は
出
て
来
て
、
男
を
長
者
の
と
こ
ろ

に
通
し
た
。
長
者
は
婿
さ
ん
に
「
一
人
娘
の
鼻

が
、
三
尺
ほ
ど
も
伸
ん
だ
が
、
元
通
り
に
し

て
く
れ
る
か
？
」ち
て
聞
く
と
、婿
さ
ん
は「
俺

が
易
を
立
て
た
な
ら
、
元
通
り
に
な
る
か
も

し
れ
ん
。
お
嬢
さ
ん
を
二
階
に
上
げ
て
、
目

隠
し
し
て
、
座
ら
せ
て
お
き
、
易
を
立
て
て

み
ろ
う
。
そ
う
し
て
、俺
の
手
が
鳴
っ
た
な
ら
、

二
階
に
上
が
っ
て
来
て
み
よ
」。
そ
う
言
う
て

お
い
て
、
婿
さ
ん
は
二
階
に
上
っ
て
行
た
。

椎
葉
の
民
話

102

「
ノ
ル
か
ソ
ル
か
の
嘘う

そ

」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

婿
さ
ん
は
二
階
に
上
が
る
と
、
目
隠
し
を

し
た
娘
の
鼻
を
ば
握
っ
て
、

「
ノ
ウ
マ
ク
サ
ン
バ
ン
ダ
ラ　

ノ
ウ
マ
ク
サ

ン
マ
ン
ダ
ラ
」
と
厳お

ご
そ
か
に
唱
え
て
、
扇
子
を

扇
子
を
裏
返
し
に
し
て
、
パ
ッ
パ
ッ
パ
と
扇

い
だ
。
す
る
と
三
尺
ほ
ど
伸
ん
で
お
っ
た
鼻

が
、
元
通
り
に
な
っ
た
。
婿
さ
ん
は
、
手
を

叩
い
た
。
長
者
夫
婦
は
じ
め
、
皆
、
我
先
に

と
二
階
に
上
が
っ
た
。
娘
の
鼻
は
め
で
た
く

元
通
り
に
な
っ
て
い
た
。

　

長
者
は
喜
う
で
、
銭
や
ら
土
産
や
ら
い
っ
ぱ

い
婿
さ
ん
に
く
れ
た
。
婿
さ
ん
は
そ
れ
を
持
っ

て
、
我
が
家
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
嫁よ

め

御ご

が

心
配
し
て
「
ど
こ
か
ら
そ
う
い
う
物
を
、
盗ぬ

す
っ
と人

し
て
来
た
か
」
と
泣
き
始
め
た
。「
泣
く
こ
と

が
あ
る
か
。
こ
り
ゃ
あ
長
者
殿
か
ら
褒ほ

う

美び

に
貰も

ろ

ろ
う
た
と
じ
ゃ
。こ
れ
で
え
え
盆
が
で
く
る
ぞ
」。

　

じ
ゃ
が
嫁
御
は
、
な
か
な
か
本
当
に
聞
か

ざ
っ
た
。
そ
こ
で
婿
さ
ん
は
「
そ
れ
ほ
ど
俺

を
疑
う
な
ら
、
こ
ん
ど
は
お
前
の
鼻
を
ば
長

め
て
や
ろ
う
」。
そ
う
言
う
て
扇
子
を
広
げ

て
、
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
扇
い
だ
。
嫁
御

の
鼻
は
、
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
伸
ん
で
、

野
を
越
え
、
山
を
越
え
、
江
戸
ま
で
届
い
た
。

江
戸
の
者
は
「
こ
り
ゃ
あ
人
間
の
鼻
の
ご
と

も
あ
る
が
」
ち
て
言
う
て
鼻
の
先
を
握
っ
て

騒
い
で
お
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
嫁
御
は
「
俺お

ら

の
鼻
を
触
る
奴
が
お
る
。
あ
あ
擽

く
す
ぐ

っ
た
い
、

擽
っ
た
い
。
我
慢
で
け
ん
。
こ
ら
え
て
賜
お

れ
ぇ
。
疑
っ
た
俺
が
悪
か
っ
た
ぁ
ー
」。

　

婿
さ
ん
は
「
わ
か
っ
た
な
ら
、
ま
た
も
と

の
よ
う
に
し
て
や
ろ
う
」
ち
て
、
扇
子
を
裏

返
し
に
し
て
、
ド
ン 

ド
ン 

ド
ン 

ド
ン
扇
い

だ
。
と
こ
ろ
が
、
鼻
に
掴つ

か

ま
っ
ち
ょ
っ
た
江

戸
の
者
が
三
人
も
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
も
う

た
。
そ
の
時
か
ら
『
ハ
ナ
の
お
江
戸
』
と
言

う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
お
話
。

　
（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
時
子
）

① 

一
励
み 

＝ 

一
働
き

② 

三
尺 

＝ 

約
一
メ
ー
ト
ル

話
型 

＝ 

鼻
高
扇
子

発
端
句 

＝ 

昔
、
あ
る
所
に

結
末
句 

＝ 

と
い
う
お
話

「
ハ
ナ
の
お
江え

戸ど

」

語
り
手　

那
須 

英
一 

さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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カメラ さんぽ

▲卒園者は２人。この１年で見違えるほど
成長しました。（鹿野遊保育所）

卒
園
式
。
も
う
す
ぐ
一
年
生

　

３
月
24
日
、
村
内
７
ヶ
所
の
児
童
館
・

保
育
所
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３月。ハチに注意？

　

直
径
10
㎝
程
の
ハ
チ
の
巣
。
今
に
も
飛

ん
で
き
そ
う
な
ハ
チ
が
６
匹
。
で
も
良
く

見
る
と･･･

。「
珍
し
い
よ
ね
」
と
届
け

ら
れ
た
ハ
チ
の
巣
に
は
、
ハ
チ
が
し
っ
か

り
と
つ
か
ま
っ
た
状
態
で
死
ん
で
い
ま
し

た
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
（
３
月
24
日
・
上
椎
葉
）

宮日ジュニア展で特選
　県内から約３万点の応募があった第39回宮日ジュニ
ア展で、地区審査を通過した甲斐千明さんの作品「椎
葉村観光ポスター」が最高賞の特選（22点）に選ばれ
ました。また、本村から準特選・優良・入選にもそれ
ぞれ２人づつ選ばれています。おめでとうございます。
※本紙11ページをご覧ください。

「
椎
葉
村
観
光
ポ
ス
タ
ー
」

特
選　

甲
斐 

千
明 

さ
ん
（
松
尾
中
２
年
）

【
評
】
ヤ
マ
メ
の
姿
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
椎
葉
村
の
魅
力

を
、
さ
わ
や
か
な
色
で
表
現
し
た
作
品
で
す
。

走りきった21キロ！ 出たか日本新記録！？
　リレーで走ったハーフマラソン。６年生との思い出
づくり。全校児童20人がバトンをつなぐ。目指すは福
士加代子選手の女子日本記録１時間７分26秒。スター
トと共に元気に飛び出す子どもたち。走るは１周112.
５mのグラウンドを187周と60m。みんなの声援を受
けて快調に飛ばす。終盤「１分を切ったぞ！」と叫ぶ
先生。遅れていた日本記録のペースに徐々に近づく。

最後のランナーは６年生３人。手をつなぎゴールを駆
け抜ける。結果は･･･１時間７分41秒。目標より遅れ
ることわずか15秒。でもみんなの顔は達成感で満面の
笑み。６年生からは「ありがとう」の言葉。そして確
実にみんなの胸に刻まれた６年生との思い出。いつま
でも忘れることはないでしょう。

（３月21日・小崎小学校）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

しいたけ収穫 最盛期
　

日
ご
と
に
暖
か
く
な
る
３
月
。
今

が
し
い
た
け（
春は

る

子こ

）の
最
盛
期
。
生

産
者
は
収
穫
作
業
に
追
わ
れ
、
乾
燥

機
も
フ
ル
稼
働
。
香
り
豊
か
で
と
て

も
お
い
し
い
椎
葉
の
原
木
し
い
た
け
。

も
う
じ
き
市
場
へ
と
出
回
り
ま
す
。

▲山中菜園の山中寿充さん（尾田山中）。
しいたけのインターネット販売も
行っています。

「ひな祭り」 ♪お内裏様と　おひな様
　　二人ならんで　すまし顔♪
　手作りのひな人形を壁に飾り、みんなも
交代でお内裏様とおひ
な様。お昼はおいしい
ちらし寿司。今日は楽
しいひな祭りです。

（３月３日・小崎児童館）

▲手作りのちらし寿司。お酢の匂
いにみんなで「くさ〜い」。

▲お口いっぱいほおばって、お腹
もすぐにいっぱいです。



お 知 ら せ
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伝えたい看護の心メッセージ
作品募集

　５月12日は看護の日です。そこで
看護や介護に関するメッセージを募
集します。どなたでも応募できます。
フルってご応募ください。
■募集テーマ

・日頃の看護や介護について思う
こと、希望

・自分や家族がうけた、あるいは
行った看護や介護

・将来、自分や家族がうけたい看
護や介護

※手紙文、詩、短歌、俳句形式可
■応募方法　官製ハガキにメッセー
ジを書いてお送りください。

①ハガキ１枚にメッセージ１点
②１人何枚でも応募可
③氏名（ふりがな）、年齢、職業、

学校名、住所・電話番号を記載
■締め切り　４月28日（月）
■入選　最優秀賞 １点
　　　　優 秀 賞 ２点・佳作 ３点
■送り先・問い合わせ先
　宮崎県医師会
　〒880-0023  宮崎市和知川原1-101

戸籍に関する手続には
「本人確認書類」が必要です
　５月１日スタート！

　戸籍に関する届出や証明書の発行
の際には、窓口にお越しになる方の
本人確認が必要となります。これは
人権侵害の防止と個人情報の保護を
図るため、法律で定められたルール
です。必ず「本人確認書類」をご持
参ください。
■本人確認書類とは？
　顔写真付き身分証明書（官公署が
発行したもの）
　　①運転免許証
　　②パスポート
　　③住民基本台帳カード など
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 住民係
　　☎０９８２−６７−３２０５

 売ります！買います！
　よろず情報相談室

　譲りたい（売りたい）機械や施設、
譲ってほしい（買いたい）機械、珍
しい植物や種・苗の交換、教えてほ
しいことなど、幅広く情報提供して
いきます。ぜひご連絡ください。
※現在情報をいただいている農業機

械の情報をお知らせします。
【売ります】
　・コンプレッサー
　・耕耘機
　・FRPサイロ
　・ハウス用加温機

【買います】
　・バインダー
　・下刈機
　・チエンソー
　・足踏み脱穀機
　・牛の手入枠
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 農政係
　　☎０９８２−６７−３２０６

４　月 ５　月 ６　月
　5（土）癒しの森森林浴 　3（祝）滝と渓流 　1（日）江代山登山
　6（日）三方岳登山 　4（祝）三方岳登山 　7（土）滝と渓流
12（土）原生林満喫 　5（祝）江代山登山 　8（日）癒しの森林浴
13（日）江代山登山 　6（休）原生林満喫 14（土）江代山登山
19（土）特別イベント「森びらき」 10（土）癒しの森林浴 21（土）原生林満喫
20（日）特別イベント 11（日）三方岳登山 22（日）三方岳登山

「山菜とツツジの森」 17（土）滝と渓流 28（土）滝と渓流
26（土）原生林満喫 31（土）原生林満喫 29（日）江代山登山
27（日）三方岳登山
29（祝）癒しの森林浴

企
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　日本三大秘境のひとつ椎葉村。その中
にあって貴重な原生林を多く残す大河内
地区。この地で自然と触れ合うイベントが
開催されます。ほんものの癒しのある森。
ここで命の息吹きを感じてみませんか!?
■参加料　大人・３〜４千円
　・別に村民、子ども料金が有ります。
　・昼食弁当、傷害保険料、ガイド料
　　を含みます。

　・開催10日前までにご予約ください。
　※最低催行人員：５人
■申込み・問い合わせ先
　大河内森林ガイドの会 事務局（小川）
　☎＆FAX ０９８３−４１−８４３３
　Eメール：pirorin@nature.email.ne.jp
　※詳しくはホームページをご覧くだ
　　さい。
　　http://www.geocities.jp/ookawauchi_iyashinomori/

イ ベ ン ト 情 報 ほんものの癒
い や

し ここにあります  大河内 癒しの森



Shiiba Information

お知らせ
４月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●３月１日現在
　男　　1,641人（−　3）
　女　　1,651人（−　4）
　計　　3,292人（−　7）
世帯数　1,279戸（　　5）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2008（H20）４月号

　　　参加者募集！　　
ふるさと就職説明会

　人材を求める宮崎県内の企業と
Ｕ・Ｉターン就職希望者、新規学卒
予定者を応援するため、県外３会場
で就職説明会を開催します。

【東京会場】期日：４月19日（土）
　　　　　　場所：都道府県会館

【福岡会場】期日：５月10日（土）
　　　　　　場所：天神ビル

【大阪会場】期日：５月24日（土）
　　　　　　場所：大阪駅前第３ビル
■時間　13：00〜16：00 ※受付12：00〜
■対象者 ・Ｕ、Ｉターン就職希望者
　　　　 ・新規学卒予定者
■参加企業
・県内で就業する人材を募集する企業
※詳しくは宮崎県庁ホームページ
（「宮崎県就職説明会」で検索）を
ご覧ください。

■その他　参加は無料です
■問い合わせ先
　宮崎県 労働政策課
　　☎０９８５−２６−７１０９

株券が電子化されます!!
　2009年１月、上場会社の株券が電
子化されます。
　このことにより、
①上場会社の株券は無効となり、株

主の権利は証券会社などの金融
機関の口座で電子的に管理され
ます。

②お手元の株券が本人名義になって
いない場合は、電子化により株主
としての権利を失うおそれがあり
ますので、注意が必要です。ご自
宅のタンスや貸金庫で長期間保管
されている株券の中には、名義書
換や転居の際の住所変更などが済
んでいないものもあると考えられ
ますので、この機会にご確認され
ることをお勧めします。

③株式の管理や取引がより効率的
に、より安全に行えるようになり
ます。

■問い合わせ先
　日本証券業協会
　証券決済制度改革推進センター
　　☎０３−３６６７−４５００

お 知 ら せ
税の納期（４月分）

　納期限内に納めましょう。
・軽自動車税
・固定資産税（１期）
■納期限　　　４月30日
■口座振替日　４月25日
■問い合わせ先　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

気になれば「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　４月15日（火）・５月13日（火）
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　椎葉村高齢者センター
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？　ぜひご相談くだ
さい。（電話でも対応いたします）
■期日　４月21日（月）・５月19日（月）
　　　　※毎月第３月曜日
　　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所
　保健センター「すこやか館」

■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

情報公開の状況は？
　平成19年度情報公開状況について
お知らせします。
■請求件数 ０件　■公開件数 ０件

大丈夫？  電線近くの
「こいのぼり」

　「こいのぼり」が大空を泳ぐ季節と
なりました。もし、こいのぼりが電線
にかかった場合、電柱に昇るのは大変
危険です。また、竹竿などで取るのは
感電事故や停電の原因にもなります。
　こいのぼりが電線にかかったら、速
やかに九州電力へお知らせください。
■問い合わせ先
　九州電力㈱ 日向営業所
　　☎０１２０−９８６−７０２

日向警察署で就職説明会
■期日　５月３日（土）
■時間　11：00 〜 12：00
■場所　日向警察署講堂（別棟）
■内容　警察の組織や業務・採用試
験内容の説明、個別の質疑応答、相
談など
■対象者
①平成20年度採用試験受験資格者
（予定）※詳しくはお問い合わせ先へ

②高校・大学に在学中の方
③保護者のみの参加も自由
■問い合わせ先
　日向警察署 警務課
　　☎０９８２−５３−０１１０
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
講

演
を
さ
れ
た
村
松
真
貴
子
さ
ん
の

エ
ッ
セ
イ
集
。
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス

タ
ー
の
村
松
さ
ん
が
そ
っ
と
教
え

る
、
人
を
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
さ

せ
る
言
葉
の
秘
密
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

西
村 

凌り
ょ
う 

く
ん

（
若
宮
住
宅
）
伊
織
・
三
容
子 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

吉
田　

哲
男 

様（
胡
麻
山
）七
十
六
歳

那
須
フ
サ
エ 

様（
下
椎
葉
）九
十
七
歳

甲
斐　

與
作 

様（
畑
鳥
の
巣
）八
十
三
歳

尾
前　

新
了 

様（
鶴
の
平
）七
十
歳

椎
葉
マ
ツ
ノ 

様（
上
椎
葉
中
一
）八
十
九
歳

那
須　
　

等 

様（
竹
の
枝
尾
日
添
）七
十
三
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

濱
砂
ヤ
ス
エ 

様
（
城
）

（
故 

濱
砂　

藤
雄 

様
）

井
手　
　

始 

様
（
夜
狩
内
）

　
（
故 

井
手
オ
ゼ
ン 

様
）

吉
田
サ
イ
子 

様
（
胡
麻
山
）

　
（
故 

吉
田　

哲
男 

様
）

那
須
東
輝
勝 
様
（
十
根
川
）

　
（
故 

那
須　
　

等 

様
）

甲
斐
モ
モ
エ 
様
（
畑
鳥
の
巣
）

　
（
故 
甲
斐　

與
作 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
２
月
分
）

上
旬　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２
日　

子
牛
・
育
成
牛
郡
共
進
会（
延
岡
市
）

３
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
　
（
〜
５
日
・
博
物
館
）

４
日　

銘
水
の
郷
釣
り
大
会（
上
椎
葉
）

10
日　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

扇
山
山
開
き

　
　
　
　
（
松
木
登
山
道
入
り
口
）

　
　
　

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

13
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

中
学
校
修
学
旅
行
（
〜
16
日
）

17
日　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
春
季
大
会

18
日　

小
中
学
校
眼
科
検
診

　
　
　

村
長
杯
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

心
配
ご
と
相
談（
す
こ
や
か
館
）

20
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
21
日
・
延
岡
市
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

下
旬　

災
害
危
険
箇
所
調
査

21
日　

小
学
校
草
川
交
流

　
　
　
　
（
〜
23
日
・
門
川
町
）

23
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

27
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

28
日　

乳
が
ん
検
診
（
〜
30
日
）

30
日　

特
設
人
権
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

５
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

青
色
が
好
き
な
弟
チ
デ
ィ
。
姉
の

ン
ネ
カ
に
色
を
教
わ
り
、
今
度
は
何

色
が
好
き
に
な
る
か
な
？　

身
近
な

色
を
通
し
て
ア
フ
リ
カ
の
食
べ
物
・

遊
び
・
家
族
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
写
真
絵
本
で
す
。

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
テ
レ
ビ
の
な
か
の
マ
マ
が
好
き
』

著 

／ 

村
松 

真
貴
子
（
集
英
社
）

主婦

大
おお

森
もり

 真
ま

智
ち

子
こ

 さん

　

死
後
に
何
か
モ
ノ
に
と
り
つ
い

て
こ
の
世
に
戻
れ
る
と
し
た
ら
？　

あ
な
た
は
何
に
と
り
つ
き
ま
す
か
？

ほ
ろ
苦
く
て
じ
ん
わ
り
す
る
短
篇
集

で
す
。

『
と
り
つ
く
し
ま
』

著 

／ 

東 

直
子
（
筑
摩
書
房
）

上椎葉郵便局勤務

門
かど

田
た

 浩
ひろ

之
ゆき

 さん

　

こ
の
本
に
は
毎
日
が
幸
せ
に
な
れ

る
よ
う
な
法
則
が
た
く
さ
ん
書
か
れ

て
い
ま
す
。
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
読
み
や
す
い
本
で
す
。

『
１
０
０
％
幸
せ
な
１
％
の
人
々
』

著 
／ 
小
林 

正
観
（
中
経
出
版
）

読書サークル
「ブックカフェ」

『おとうとは青がすき』
（偕成社）

作 
／ 

イ
フ
ェ
オ
マ
・
オ
ニ
ェ
フ
ル

訳 

／ 

さ
く
ま 

ゆ
み
こ
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俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

そ
よ
風
に
つ
く
し
ん
ぼ
う
の
背
く
ら
べ	

椎
葉　
　

満

［
評
］
春
の
や
わ
ら
か
い
風
が
吹
く
よ
う
に
な
っ
た
。
里
に
も
野
に
も
。
野
を
あ
る

く
と
、
あ
ち
こ
ち
に
土
筆
の
坊
や
た
ち
。
高
い
の
、
低
い
の
が
居
る
。
背
く

ら
べ
し
て
い
る
み
た
い
。作
者
の
純
心
な
眼
。メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
誘
わ
れ
る
。

そ
れ
そ
こ
に
こ
こ
に
も
二
つ
蕗
の
薹	

椎
葉　
　

満

［
評
］
蕗
の
と
う
を
見
つ
け
る
の
に
話
し
か
け
る
よ
う
な
口
調
、
そ
の
ま
ま
が
句
に

な
っ
た
。
春
が
来
た
よ
ろ
こ
び
を
卆
直
に
表
現
し
て
い
る
。
前
句
と
同
じ
作

者
だ
が
杼
情
味
が
あ
る
。

こ
ぶ
し
咲
く
丘
に
晏
如
と
古
城
か
な	

中
瀬　
　

汀

［
評
］「
晏
如
」
は
落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
、
安
ら
か
な
さ
ま
を
い
う
。
芳
香
の
あ

る
白
い
花
弁
の
辛
夷
は
高
く
咲
く
。
そ
の
高
さ
よ
り
高
い
の
が
古
城
。
新
し

く
咲
き
出
た
も
の
と
、
歴
史
あ
る
も
の
と
、
対
照
の
よ
ろ
し
さ
。

《
入
選
》

登
頂
や
視
界
さ
へ
ぎ
る
春
吹
雪

小
丸
川
河
童

巣
籠
り
の
一
部
始
終
を
窓
に
見
る

〃

春
め
き
て
音
軽
や
か
に
鳩
時
計

那
須　
　

正

里
山
の
ま
だ
春
寒
に
耐
え
て
お
り

山
本　

和
枝

寒

の

明

残

月

か

か

る

山

の

峰

山
茶　

久
実

か
す
か
に
も
鶯
か
な
と
聞
き
ま
が
う

黒
木
八
重
子

扇

山

白

く

覆

い

し

春

の

雪

那
須　

瑞
穂

春
一
番
ひ
ね
も
す
吹
い
て
夜
へ
つ
な
ぎ

戸
辺　

好
郎

傾

け

る

草

家

を

守

る

紅

椿

小
八
重
知
津
子

椎
葉
湖
は
鳥
帰
り
た
る
静
か
さ
に

椎
葉
シ
ヅ
子

梅
咲
く
や
鳥
来
る
よ
う
な
風
が
吹
く

黒
木　
　

紀

編
集
後
記

▼
一
週
間
近
く
寝
込
み
ま
し
た
。
十
数
年
ぶ
り

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
し
か
も
仲
良
く
家

族
４
人
。
予
防
接
種
は
受
け
て
い
た
の
で
す
が

･･･

▼
宮
崎
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
組
写
真
の
部
で

努
力
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
12
月
号
４
〜
５

ペ
ー
ジ
・
平
家
ま
つ
り
特
集
）
今
年
は
も
っ
と

上
位
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
▼
今
月
が
12
号

目
の
広
報
紙
で
す
。
よ
う
や
く
１
年
。
２
年
目

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
楽
し
み
な
が
ら
、
カ
メ
ラ

片
手
に
村
内
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
す
（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t
　

九
州
中
央
山
地
国
定
公
園
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
る
扇
山（
１
，

６
６
１
ｍ
）は
、昭
和
54
年
の
宮
崎
国
体
山

岳
競
技
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
以
来
、

白
岩
山
を
結
ぶ
縦
走
コ
ー
ス
と
し
て
、県
内

外
の
登
山
愛
好
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

山
開
き
の
頃
に
見
頃
と
な
る
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
の
林
を
抜
け
る
と
山
頂
で
す
。
頂
上
か

ら
は
久
住
山
、
由
布
岳
、
祖
母
〜
傾
連
山
、

大
崩
山
、
阿
蘇
山
な
ど
九
州
の
高
山
は
ほ

と
ん
ど
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
緑
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
が
織
り
な
す

癒
し
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
登
山
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

と　

き
：
５
月
11
日
（
日
）

　

と
こ
ろ
：
扇
山
松
木
側
登
山
入
り
口

　

内　

容
：
受　
　

付　
　

９
：
３
０
〜

　
　
　
　
　

登
山
開
始　

１
０
：
３
０
〜

　
　
　
　
　

山
頂
祭　

１
２
：
０
０
〜

　
　
　
　
　

解　
　

散　

１
５
：
０
０
〜

２
０
０
８
年

　
　

扇お
う
ぎ

山や
ま

山
開
き

大
自
然
を
肌
で
感
じ
る

◎
前
号
訂
正　

句
の
最
後
に
余
分
に
一
文
字
付
い
て
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。（
広
報
係
）

　
《
特
選
》
口
に
出
る
わ
ら
べ
の
頃
の
手
ま
り
唄　
　

山
茶　

久
実

今月の表紙  Cover Message
　

５
年
生
の
提
案
で
行
わ
れ
た
リ
レ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
。
下
級
生
か
ら
上
級

生
へ
、
児
童
か
ら
先
生
へ
、
バ
ト
ン
は

つ
な
が
り
、
そ
し
て
ゴ
ー
ル
へ
。
目
標

タ
イ
ム
に
は
お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の

の
、
し
っ
か
り
か
な
っ
た
思
い
出
づ
く

り
。
手
を
つ
な
ぎ
一
緒
に
ゴ
ー
ル
し
た

６
年
生
３
人
の
思
い
は
、
こ
れ
か
ら
下

級
生
た
ち
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

「６年生との
思い出づくり」

情
報
は
こ
ち
ら
ま
で
！

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５

　

頂
上
付
近
に
咲
く
石
楠
花
の
花■問い合わせ先

　椎葉村観光協会
　　☎０９８２−６７−３１３９
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　ツツジ科ツツジ属。新緑の美しい季節に入りまし
た。山々は種々の樹木の花盛りです。村内の鹿野遊
集落西方にそびえる扇山（標高1661m）は、椎葉で
いうシャクナンの花咲く大群落が有名で、５月の山
開きには大勢の人で賑わいます。樹高２〜３ｍの常
緑低木で、葉は10 〜 15㎝、幅３㎝前後で硬く、裏
に褐色毛を密布し互生します。淡紅色した径５㎝程
の７裂するロート状花冠を持つ両性花を10個近く枝
先に開花し、花後に長さ1.5、径１㎝の円柱形をし
た蒴果が稔ります。日本の固有種で本州中部以西か
ら四国、九州に分布し、日本が誇る花木として幕末
にシーボルトがヨーロッパに紹介し、諸外国で多く
の交配種が作られました。庭によく植えられますが、
暑さ、特に直射日光に弱く、水を葉にかけ気化熱で
冷やす“葉

は

水
みず

”が必要な木です。霧の花と云われる
所以で、自然の中で見るのが一番です。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ツクシシャクナゲ
66

未来にはばたけ！

右田 華
か の ん

音 ちゃん
（川の口）

平成18年４月16日生まれ

おとうさん：直行 さん
おかあさん：真央 さん

サトばあちゃんが大好きでやさ
しい華音ちゃん。兄ちゃんたち
に負けず大きくなってね。

永倉 昊
こう

太
た

朗
ろう

 くん
（針金橋）

平成18年４月16日生まれ

おとうさん：泰治 さん
おかあさん：洋子 さん

いつも松岡のじいちゃん、ばあちゃ
んにお世話になっています。みなさ
んにもかわいがられて感謝です ! !

Face in　April

（
23
歳
・
古
枝
尾
下
）

勤
務
先
：
Ｊ
Ａ
日
向 

椎
葉
支
店

趣　

味
：
重
量
挙
げ
？
、
車
い
じ
り

　今年の３月に農協に入り、営農センターで畜産担当を
しています。覚えることなどがたくさんありますが頑張
りたいと思います。これから色々とお世話になると思い
ますが、よろしくお願いいたします。

ピットイン・ガレージ

　昨年12月にオープンしたタイヤ専門店。農林
業機械の修理・販売も行います。毎月発行する
広報誌「かて〜り」は情報満載。ここは「みんな
の情報交換所」。お気軽にお立ち寄りください。

那
須 

優
一
郎 

さ
ん

店長　椎葉昭
しょう

治
じ

 さん

タ
イ
ヤ
の

事
な
ら

な
ん
で
も

　

ど
う
ぞ
！

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

笑顔のわ❸

（那須橋・☎６７−２４４２）

タイヤ専門店


